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「福祉の心」と 実践的態度を 育てる指導のあ り方 

一 福祉教育 ( 障害者理解 ) を通して 一 

（ 

  

[ 要 約 ] 

本研究は・福祉教育を 通して「福祉の 心」が芽生え ，気 づき，考え，実践する 態度を育てるため ，体に障害 

を 持っ人との交流を 実施した。 

その結果，「   ロの 教育」を進めて い く上で，福祉教育は 有効な手立てであ ることを確認できた。 

  福祉教育 福祉の心 障害者理解 

1  テーマ設定の 理由 て 表れ・けじめのな い 子どもが増える 要因になっ 

]  本校教育目標具現化の 面から た 。 

本校の教育目標 風 1 強い体 と心を持った 子 。 ㈲ す ②核家族化・ 少子化が進み ，家庭生活の 在り方が 

なおで心の豊かな 子 。 (3 旧主的でよく 考える 子 。 の 変わってきた。 それは，子どもたちの 勤労体験を 

育成をめざしている。 また，めざす 児童 像 として 奪う要因にもなっている。 また・高齢者とのつき 

「進んで学習し．健康で ，心豊かな子ども」となっ 合 いや ，障害を持つ 人たちとの交流の 機会も減っ 

ている。 学校教育目標 2% なおで心の豊かな 子の育 てきた。 

成 のために何が ノ 要であ るかを考えた 場合、 人間と ③ 自然 倒験や， 生き物との触れ 合いの不足が ，生 

して欠くことのできない「心の 教育」が重視される。 命への畏敬の 念，思いやりの 心の欠加へとっ な が 

「心の教育」とは ，人間としての 思 ひやりの 心，い る 要因にもなっている。 

たわりの 心 ，助け合いのし 等を培 う ことであ り． そ ④近年の教育問題として ，早急に対応が 求められ 

れは，すなわち「福祉の   心」を育てることにっ な が る 「 ぃ じめ」「不登校」の 問題など「心の 教育」 

るものであ る。 「福祉の心」を 育てるには，特別 活 力斗 可 よりも大切であ ると叫ばれている。 

動の奉仕的行事での 指導はもとより ，各教科，道徳 このように大きく 変化しつつあ る社会の中で ， 

の時間での指導等，学校の 教育活動全体を 通して， 物 が豊かになった 反面・子ども 達の中に無感動・ 

又は関連づけて ，それぞれの 特質に応、 じておこ なわ 意欲のなさ， 思 ひやりの心が 薄れる等，心の 豊か 

れるが，とりわけ 学 ; 級を単位とした 指導の展開が 求 さが失われてきている。 このような現実を 踏まえ， 

められる。 学校においては「福祉の 心」を育てる 教育に重， 点 

そこで・福祉教育 ( 障害者理解 ) の実践を通して ， を 置き，意図的・ 計画的に福祉教育を 行 3%. 要が 

「福相 : の 心 」を持つ子どもの 育成を図りた い 。 あ ると考え ，本 テーマを設定した。 

2  社会的背景と 児童の実態の 面から Ⅱ 研究の目標 

現代社会は，多様化・ 情報化等の急激な 変化に ょ 「福祉の川と 実践的態度を 育てるため，福祉教育 

り ，人間生活の 在り方も大きく 変わってきた。 それ の 全体計画を作成し 指導方法を明らかにする。 

が 子どもの心に 及ぼす影響は 大きい。 その変化がら 

くる具体的な 問題として次のようなことがあ げら #.L Ⅲ 研究の仮説 

る 。 福祉教育の指導方法を 工夫すること (. こより・ 気 づき， 

①都市千は 兜家 により，地域共同体としての 連帯 意 考え。 実践する力がっ き ・「福祉の心」を 持っ子が有っ 

識が 希薄になり．家庭・ 地域の教育力の 低下にっ であ ろう。 

ながった。 それは・基本的生活習慣の 欠如となっ 
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(3) 福祉の心を育てる 

ぃじめ ・不登校，非行等子どもの 間に深刻化す 

る現象は，今日，最大の 関心事であ る。 その りず 

れもが心の間 踵 であ り「心の教育」の 必要性を強 

く 感じる。 

福祉教育を進める ぅ えでも「心の 教育」は重視 

される。 望ましい心を 育てるという 積極的な心を 

「福祉の心」ととらえ・ 次のように具体的に 示す。 

①福祉の心とは 

思 ひやりの 心 ，助け合いの 心 ，生命を大切に 
する 心 ，奉仕の心，公共心，自立心，向上，じで 

あ る。 

②福祉の心を 培うとは 

丁   とも一人一 / Ⅰが主体内付 に ，人間としてより 

よく生きようと づ - る 態度を養い ， 互いに他の立 

場や心情を深く 思いやり。 相互に援助し 協力 

し合っていく 精神や態度を 培 う ことであ る。 学 

校における福祉教育は 子ども一人一人に「福祉 

の， Ⅱの大切さを 理解させるとともに ，心の中 

に根付かせていくことが 大切であ る。 

㈲ 々 冨ネと 教育の目標 

学校において 進める場合。 福祉教育の具体的な 

目標として・ 次の三つが考え ろォ t る 。 

①   ロの 育成 

人 との関わりや 自然との関わりを 通して，思 

いやりの 心 。 生命を大切にする 心 ，自立心等福 

祉の心を育てる。 

②福祉の理解 

・福祉の問題について 学び， T 鵬 策し・福祉に 対 

する関心を深め ，その意義や 役割について 理解 

を 深める。 この場合，「何かをしてあ げる」「助 

けてあ げる」といった 高 し叶 地点からではなく ， 

社会にはいろいろな 立場，いろいろな 人達がい 

て， 共に生きていること ，共に支えあ って生き 

ていることを 知る事が大切であ る。 

③実践的意欲，態度の 育成 

福祉についての 学習を通して ， 気 づき・考え 

理解を深めることによって・ 福祉の心を培 い， 

実践的意欲，態度を 養 う 。 

  

2  福祉教育を進める 

Ⅲ学習指導要領の 方針 

教育課程編成上の 基準であ る現行の学習指導要 

領の基本方針として 次の四点をあ げている。 

①豊かな心をもち・たくましく 生きる人間の 育 

成を図ること。 

②自ら学ぶ意欲と 社会の変化に 主体的に対応で 

きる能力の育成を 重視すること。 

③国民として 必要とされる・ 基礎的・基本的な 

内容を重視し 個性を生かす 教育の充実を 図 

ること。 

の国際理解を 深め， 我力 咽の文化と伝統を 尊重 

する態度の育成を 重視すること。 

これらの「方針」は ，学校における 福祉教育を 

進めて い く ぅ えで基盤となるものであ る。 また・ 

学校や地域の 実態を考慮し 創意工夫すること 

が大切なことになる。 

(2) 教育課程への 福祉教育の位置付け 

福祉教育は・ 学校における 全ての教育課程と 全 

ての教育活動を 通して行なわれるものであ る。 Ⅱ 、 

学校の教育課程は「教科」「道徳」「特別活動」に 

より編成することになっている。 この三つの領域 

全てに福祉教育は 関わってくるのであ る。 福ヰ 七教 

育を学校教育に 位置付けるためには 以下の 3 点が 

重要となる。 

①福祉教育の 目標と内容を 学校の教育目標・ 指 

導計画のなかに 適切に位置付ける。 

②子どもたちの 発達段階と実態に 即した教育を 

推進する。 

③家庭及び地域と 連携し協力するなかで ，計画 

し 実施する。 

㈹福祉教育の 全体計画 

福祉教育は，学校の 教育活動全体を 通して，又 

は 関連づけて行なわれるものであ り，意図的・ 計 

面 的に指導することが ノ、 要となる。 指導の基にな 

る 全体計画を次のように 作成する。 

①学校の教育目標との 関連を図りながら ，福祉 

の心の育成に 重点を置いた 福祉教育の目標を 設 

走 する。 

②福祉教育の 目標を具体化して 低 ・ キ ・高学年 

3 一 65 



の 重点を設定する。 
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組みの視点を 

われる指導； ， 。 

児童の発達に 即し意図的・ 計画的に行なわれ 

るためには，あ らかじめ組織された 全学年に #, フ 

たる一年間の 指導計画力竹成される ，これによ 

り，具体的に 年間指導計画を 明らかにすること 

が ノ要であ る。 

これは，全教師の 参加・協力に 20 作成され 

なければならない。 

㈲学年， 学ぁ姑二 営への位置付け 

福祉教育を各 あ ほ叫 ・・領域に位置付けるというこ 

とは。 福祉教育の目標・ 方針を学年経営や 学級 経 

営 のなかに位置付けなければならない。 学級の中 

にも，母子家庭，父子家庭の 子どもや，生活保護 

を受けている 家庭もあ る。 クラスの中にも 福祉の 

問題をかかえている 子どもがいろ。 この子どもた 

ちもきちんと 受け止め大事にする ，ということで 

福祉教育の位置付けが ノ 要であ る。 

(5) 児童の発達段階に 応じた福祉教育㈲ 

福祉への関心を 高め， F 副 止の心を耕し 自主的・ 

積極的な取り 組みを構想する 上で ， 子どもの発達 

段階に配慮することがまず 前提もこなる。 その上で ， 

発達の個人差に 注意して一人一人の 子どもについ 

てできるだけ 多面的に理解しなければならない。 

Ⅱ ゼ 科文児童は・おおよそ 他律から自立へ ，結果 重 

視の見方から 動機重視の見方へ。 主観的・一面白・り 

な見方から客観的・ 多面的な見方ができるように 

社会生活の積み 重ねと適切な 指導・学習によって 

発達を促すことが 可能だとされてきた。 したがっ 

て，このような 児童の発達的特質に 応じた，効果 

的な指導が行なわれるようにしたい。 

①低学年 

この時期は，幼時期の 自己中心性がかなり 残っ 

ているため，他人の 立場を十分に 理解して行動 

すること カ離 しい。 善悪の判断は ， 特に保護者 

や 教師の判断に 依存する傾向が 強く，行為の 動 

機や周囲の事情に 関係なく，大人の 言うことや 

規則にさえ合っていればよい 行動であ る，とい 

ノ
 

せ
 

ぅ 形式的な判断をする。 具体的な思考をする 段 

階であ るので日常の 経験や活動の 中で具体的な 

場面を通して 指導することが 多くなる。 そこで， 

友達と仲良くし 助け合おうとする 態度や親，教 

師などを尊敬する 心などをふくらませて、 感性 

豊かに「福祉の 心の芽生え」を 育てることが 大 

切になる。 

②中学年 

この時期の児童は。 運動能力や知的能力の 発 

達 とともに，社会的な 活動能力も広くなり。 地 

域の施設や行事などに 興味を示し自然等への 

親しみも増してくる。 知的能力の中でも。 とく 

に，問題解決能力の 発達にともない 学習活動に 

興味を増し積極的に 取り組むようになる。 計 

画的に努力する 構えも見せ始め ，自分の行動と 

他人の行動とを 相互に見る よう になり，自分の 

行為の善悪についても 反省することができる よ 

うになる。 

そこで，低学年で 培われた「福祉の 心への芽 

生え」の上に ，人間尊重の 精神を相互扶助や 連 

帯感にまで高め・ 集団として「福祉実践の 素地」 

を培って行くことが 大切になる。 

③高学年 

行為の結果のみを 重視しがちだった 児童も， 

しだいに行為の 動機をも考慮できるようになる。 

それは，相手の 身になって人のしを 思いやる 共 

感 能力の発達を 示している。 読書を通して 人の 

行為や伝記・ 偉人伝などに 共感し自らも 努力 

しようとする 傾向もみられてくる。 

集団生活においては ，自分の役割や 責任など 

についての自覚がより 明確りこなり ，責任感， 誠 

実 ， 協プ J, 親切なとを重んじる よう になる。 

この ょう な発達的特質を 踏まえて，民主的な 

社会を維持し 発展させるための 資質を養成すべ 

く ，「福祉実践への 積極性」を育てるようにし 

たい。 
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福祉教育の全体計画 ( 試案 ) 
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うるおいと，ぬくもりと ，躍動のあ る学校 

  

福祉教育テーマ 

④ かんなで ⑤ なかょ { 
⑤ ともだちをつくり 
⑰ 学校で，家庭で 

㊨ わを広げよう ，福祉の輪 

児童の実態 

  明るく，素直で 活気 

があ る。 

  基本的な生活習慣の 

定着が不十分であ る。 

  障害者，高齢者との 

関わりが少なく 関 ，し 
が薄い。 

教師・父母の 願い 

  思いやりの心を 持ち ， 

他人に親切にできる 
子 。 

学 ・「 

" ハ 
年 

経 

営 

各学年の重点目標 学 

く 低学年 ノ 友達をたくさんっ くり ・誰とでもなか よ くできる子を 育てる。 級 

く 中学年 ノ 思いやりの心を 持ち・人のためになる 仕事を進んで 行なう子を育てる。 経 

く 高学年 ノ 進んで奉仕し 人に尽くす喜びを 味わうことができる 子を育てる。 
営 

  各教科・道徳・ 特別活動その 他の活動における 福祉教育の推進 
  

福祉のしの育成 

「Ⅰ思いやり・ 助け合い・生命を 大切にする・ 奉仕・公共心・ 自立心・向上心 １ l 
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各教科・道徳・ 特別活動における 取り組みの視点、 " 

取 り 組 み の 視 止     

  物語文や伝記，伝説等の 読み取りを通して ，人間としての 生き方，心の 触れ合い 

等に共感感動し 表現活動を通して 福祉の心を養 う 。 

  高齢者・障害をもっ 人々 へ 手紙を書くことに よ り，その心情を 養う。 

  福祉のしくみについて 理解をすすめ・ 社会福祉施設の 見学等に よ り，理解を深める。 

  家庭・社会の 学習を通し福祉の 心を養 う 。 

  統計・資料等の 福祉にかかわる 資料を取り上げての 考察，調査等の 集計から福祉 

についての理解，関心を 深める。 

  生命の大切さ ， 生きることの 意味仕組みの 理解から，また 小動物の飼育，植物の 

栽培から愛護の 心の育成を図る。 

  具体的な活動や 経験を通し身近な 社会や自然とのかかわりに 関心を持たせ ， 自 

分 自身や自分の 生活について 考えさせることから・ 福祉に視点をあ てる。 

  豊かな情操を 養 う なかで福祉の 心を養う。 

  表現の喜びを 味わわせ，豊かな 情操を養 う なかで福祉の 心を育てる。 

  家庭生活に対する 理解を深め ， 家庭の一員としての 自覚を深めるなかで ，福利 : の 

心を育てる。 

  体力の向上・ 健康の増進を 図り ， 明るく楽しい 生活を営む態度を 育てるなかで ， 

福祉の心を養 う 。 

  社会生活における 人と人との関係、 生き方とその 態度から思 い やり， い たわりの 

  むを育て，福祉の 心を養 う 。 

  健全な生活態度の 育成，望ましい 人間関係の育成のなかで 福祉の心を養 う 。 

  福祉にかかわる 活動を位置付け ，協力して実践活動を 進めるなかで 福祉の心を養 う 。 

  同好の集団の 中で好ましい 人間関係を育み ，活動を通して 福祉の心を養 う 。 

  勤労生産・奉仕的行事のなかで 社会奉仕の精神をかん 養する体験が 得られる よう 

な 活動を通して 福祉の心を養 う 。 

( 全国社会福祉協議会編「学校における 福祉教育ハンドブック」 ) 

㎎
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3  福祉教育を確かめる 

Ⅲ障害者理解の 実態調査 

0 調査目的 : 検証授業を進めるにあ たって，児童 

力斗 章 害を持つ人に 対してどう思って 

いるのかを事前に 把握する。 

0 調査対象 : 滝川小学校 5 年 2 組 

男子 17 人，女子 ¥7 人，計 34 人 

0 調査月日 : 平成 8 年 ml 同 12 日 

0 調査内容及び 結果と考察 

のあ なたの身近に ， 体や手足の不自由な 人がい 

ますか。 
( 火 ) 

選択肢 男… 子 女 子 計 

。 だ 6   11 OQ 60 

  身近に ，と 言 う のは家族 X は隣近所十 こ ． とい 

うことであ Ⅰ @@) 女子は 6 人と答えているが 男子 

は 0 人であ る。 子ども達の身近に 障害を持っ 

人は少ないことがわかる。 

②あ なたは今までに ，体や手足の 不自由な人に 

会ったことがあ りますか。 
( 火 ) 

十
 
6
 
8
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言
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2
 

 
 子

 
5
 
2
 

 
 

女
 

 
 

子
 

Ⅰ
 
6
 

上
 

Ⅰ
 

男
 

肢
 

る
い
 

択
 
選
 

あ
な
 

    今までに，というのは 学校以覚での 地域，社 

会で，ということであ る。 子ども達も高学年 

になると，活動の 場が家庭や学校だけでなく ， 

行動の範囲が 広がり，その 結果として，障害 

を持つ人との 出会し、 も増えてくると 思われる。 

③ 「あ る」と答えた 人にたずねます。 そのとき 

あ なたは，ど う息 いましたか。 ( 複数回答 ) 

( 火 ) 

選 択 肢 男 子 女 子 計 

かわいそうだと ，思った 9 11 20 

助けてあ げた いと 思った 2 8 10 

こ わ か っ た   0   

) 何も思わなかった 
5   6 

  障害者に対する 関心の度合いな 妻 わしている。 

「かわいそうだ」という 相手を巴 い やる気持 

ちは男子 9 人，女子 11 人となっており 過半数 

を示している。 「助けてあ げた いと 思った」 

は ，女子の方が 男子よりも多くなっている。 

また，「何も 思わなかった」も 6 人 い ること 

がわかる。 

① も う 一度「あ る」と答えた 人にたずねます。 

そのときあ なたは，ど う しましたか。 

( 複数回答 ) 

(/ Ⅰ ) 

の
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と
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つ
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づ 

ノ 

(2) 検証授業 ( 学級活動 ) ③ 学級の実態 

平成 8 年 m2 月 5 日 ( 木 ) 3 校 時   本校では，年に 一回，福祉講演会を 全校児童を 

5 年 2 組 男子 17 名 女子 17 名 対象に実施している。 児童一人一人が 直接ふれ 

①題材 名 「祈 り」 ( 望ましい人間関係 ) 会 う ことはできないが ， 講 言舌を聞くことによっ 

② 題材設定の理由 て ，障害者に対する 理解という面で ，一定の成 

私たちの社会には ，生まれたばかりの 乳児から， 果を納めている。 

高齢者までいろいろな 人達が一緒に 生活している。   障害者理解アンケートの 結果からは・ 女子は ， 

その中には，健康な 人もがれば，心身に 障害を持 「かわいそうだ」 11 人，「助けてあ げた い 」 8 人 

っ 人もいる。 本題材「祈り」は ，障害者であ る 新 であ り，障害者 ヰこ 対づ - る ・思いは感じられる。 ま 

門 発火氏の詩集「夢のプロローバ」の 一遍であ る。 た ・ど う したかでは「あ いさつをした」 8 人   

同氏は現在， 進 イ引生育 芳 、 ジストロフィーという 原因 「話しかけた」 4 人であ る。 一方男子は・「かわ 

も 治療法もわからない 難病の身であ りながら， 油 ぃ そうだ」 9 人・「助けてあ げた い 」 2 人 と，思 

絵を描き ， 詩を書き・パソコンをやり ，音楽を愛 いのわりに実際の 行動としては ，「だまって 通 

し 対外曲りには ，自立生活支援センター「 テべ の り 過ぎた」 8 人・「笑った」 2 人・「からかった」 

会 」の代表者であ り，障害者の「はばたけ 美術協 2 人であ る。 ④ 本 時のねら ぃ 

会 」の会長も務めていた。 「電動車椅子で 動きま   障害をもつ人への 理解を深め．思いやりの 気持 

われる今を第一の 人生とし寝たきりになったら   ちを育てる。 

第二の人生が 送れる よう に ， 今からその準備をし   自分の日頃 の生活態度を 振り返り，精一杯努力 

ている」と ， 言 う 同氏は，多忙な 中にあ りながら・ する心を培 う 。 

今を精一杯生きている。 詩 「祈り」の中にもそれ ⑤ 授業仮説 

が 表わされている。 そこで，今回，新聞 登氏 を招 体 に障害をもちながら ，精一ヰ f 生きている荊門 

いて交流することにより ，障害者の考えがわかり ， さんへの姿にふれさせることにょり。 障害をもっ 

自分達はど う すれば いい のかを気づき ，思 いや り 人たちへの理解が 深まり， 思 ひやりの気持ちが 育 

の 気持ちが 有ち ，実践する態度が 有 っであ ろうと ち， 自らも精一杯努力しょうとする 心が育っであ 

考え．本題材を 設定した。 ろう。 

⑥ 指導の実際 

活 動 内 容 教師の働きかけと 児童の反応 留 意 点、 

1  新聞さんを紹介する。   最初は名前だけを 紹 

グ 「 づ - る 。 

T  新円さんは，何をしている 人だと 

    巳 いますか。 

C  体が不自由であ る。   初対面の印象を 自由 

C  車椅子に乗っている。 に 発表させる。 

C  家でのんびりしている。 

C  絵を描く人であ る。 

「新円さんはどういう 大だら ぅ 」 C  何もしていない。 
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です。 

2  新円さんが書いた 詩 「祈り」を 
 
 

提示し、 教師が気持ちを 込めて 昔 

  

読 する。 

  新円さんは詩集を 出 

版していることを 言舌 

  す 。 
    

祈 @ 

新円 発 作     

幼い頃 よく神様に祈りました 

早くこの定治れば いい のになあ と 

どうして今は 祈らないのだろう 

あ んなに歩きたかったのに 

でもいま新たに 祈りはじめた 

今度は精一ぱ い 生きてやろうと 

  
「 今 新たに祈りはじめた 」 

 
 

 
 

 
 
 
 
の
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切
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天 ・ ロ へいってしまった   

  
だから友のぶんまで 精一ぱ い 生きている   

    ぼくにはこれくらいのことしか 出来ないから           

幼い頃 よく神様に祈りました 

早くこの 定 治れば いい のになあ と 

どうして今は 祈らないのだろう 

あ んなに歩きたかったのに 

でもいま新たに 祈り始めた 

「精一杯生きるって 何だろう」 
今度は精一ぱい 生きてやろうと 

 
 

 
 

  

  

今度は精一 はい 生きてやろうと 

  

3  全文を各自で 黙読して内容を 理・ T  心の中で読んでみ ま し 、つ 

解する :: 。 

C  黙読をする。 
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活 動 内 容 教師の働きかけと 児童の反応、 留 意 点   
4  話し合いをするの 

    
C  早く足を治したい 。 解する。 

  

  
T  どうして 差 ; は ，い のらな い ので 

しょうか， 

C  新たな祈りが 出来たから。 

C  精一 %f 生 - きようと， 思 、 っ たから。 

  T  精一杯生きるとは・どういうこ 

とですか。 

C  一生懸命頑張ること。   

「一生懸命頑張ることです」 l C  友達の分まで 生きること。 
  

たいことをすること。 ・ ｜ や C 目 升 の @ 
  

5 新円さんの話を 聞く   T  新円さんはどんな 気持ちで詩を。 ・仝までのこと ，現在 

  
書いのでしょうか。 お話をして の 生活。 これからや 

もらいましょう。 りたいことなど 自身 

0 年・ き 方について 話 

そしてもら ぅ 。 

  

「目標を持って 頑張ってほしい」 l 

6  新円さんに質問をする。   T  新円さんに尋ねたいことはあ り 

ませんか。 

7 感想・を書く。 T  今日の学習を 終えて，分かった 

こと感じたこと ，これから努力 

したいことを 書きましょ       

8  新聞さんと交流をする。 
  

  

  「新円さん有難 う ございました」   「握手をしてもいいですか」 

 
 

    新円さんと話をした 

り， 又は ， お礼を言 

3 場を設ける。 

  
  

下   
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学
 

  @ 今 B の 字舌 の構思 @ 吾 こう。   

  折れさんはどんな 六でしたか   
                      ちがついたこと   ち じたことをⅠ さ 接しょう     

    耳 八や ぢ " ざ L"V え   %   、 "- つ " ぁ " ゃ Ⅱ " モ 七ズ   6% 丹沢ど " も                       

  

  い る 、 L Ⅰ っ六じ Ⅴぱいなな近思いま L た 。   

  

乙 だ ------ 一 --- 一 内にゆ ドニ 二 % ビ 一 了 -, ぶ埼き の 

で旺 て るてⅠ うこし ( サ ・・ 、 ぃ 生きたなんに                         ""-""""""" 一一コ 
  

    

  これから寸分 サ 臣一せい打力したいこと・ ( こんなことがしたい ) を 

戸   且 さましょう・   

l 分 ムは 、 今包犠 廿ザ Ⅴり億いこ LL 牡 つけて． て八引 
掻 h 門 てこ仁のように・けんかりに 亡 リムⅠく二でⅠ土生Ⅱ 

'" 甘   三亜 """ 五五 '" 回 
  も   キ，て       Ⅰ   ;   百呑 Ⅰ ミエ 「 玉ニー ，五生 三 ユミⅠ - 生ユ玉， 杢 Ⅱ 

Ⅰ 

  

学級活動「祈り」 名前 (   

    セだ ビ Ⅰ ; まォ 、 三五 り 

          ら 互生ま ヱ るここ ヒたど 

  はん 坤 ㍗まく ; まきな 旦 と % ュ % 互 
      / 車力 な ， 日乍 上絵ヱ足 ， - と 田 

  これから白 9 が ド一 

ウさ 立しょう       

一ジ雙 T, は ィ冑ょ : 亡子・ ユ 九お せ 上上ニ、 五一     

                                  --------- 月 

⑦ 評価と考察 

児童の感想文をもとに ，三つの観点で 評価した結 

果、 次のようになった。 

( 男子 17 人女子 17 人計 34 人 ) 

  評価の観点 l 男子 l 女子 l 計 l 

    

  

②思 い やりの 心 ，実践的 
態度は育ったか   8    12    20   

    16   14   30   

また。 観占 ごとに次のように 考察する。 

 
 

 
 

障害を持つ人への 関心や理解は 深まったか l 

                感想文中の児童の 表現制                                                                                             

            手足の不自由な 人が詩を書くのはとてもかわい           

          そうだと，思った。 

          自分の足で歩いたことがないのはかわいそうだ           

          と ， 思 、 60 

          足 が動かなくても 一生懸命ここまできた。 

              新聞さんは，足は 使えないけどいろいろなこと               

          に 精一杯頑張っていることがわかった。 

            小さい頃 から病気で歩けないけど ，夢をもって           

          いる頑張り 星 さんだなぁと   思った。 

            新円さんは家でのんびりしている 人だと思った。           

        でも，話を聞いて 涙が出そうだった。 やさし い           

          詩を書く人だと 思った。 

  

障害を持つ人との 交流を通して ，相手を理解でき 

たかという場合・ 相手の立場がわかり ，生活する ぅ 

えで大変だろうな ，苦労しているだろうなめと 思 い ， 

結果として「苦労」に 同 ， 情 することになる。 感想文 

の中で「手足の 不自由な人が 詩を書くのはとてもか 

わいそうだ」「自分の 足で歩いたことがなりのはか 

わいそうだ」というのは ，字を書きたいのに 思、 うよ 

う に手が動かない ，足で歩きたいのに 足力 働 りかない。 

だから，かわいそうなのであ る。 この場合自分と 比 

較することによって。 相手の立場を 理解できたので 

あ り，ほとんどの 児童が関心や 理解 力涌 まったもの 

と思 う 。 
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児童の感想文 

学級活動「祈り」 名前 (     
    @ 今日の学習の 持 侮 @ 吾 :@ 。 

@  % Ⅱさんはどんな 人でしたか・ 
( わかったこと   俺がついたこと   る じたことをⅠさまし 4 う     

にれゲ を七生 そ Ⅱ ) ゑ 弘 - 。 百エ 亡 ニ挺 臣揺 きエ 妾ぃ   
l ，る 人だ - じわ出、 止まⅠ托生 - 一一一   

売卜でⅠ た 。         衰 " 千 Ⅰ 邑 二三Ⅰ㍗ 巴 守口 

回且や 。 の口実践的態度は 育った 引 

                感想文中の児童の 表現 例                                                                                       

 
 

      体の不自由な 人に親切にしてあ げた い 。 

            困っている人が い たら助けてあ げるよ う に努力 

          したひ ，   

          みんなの役立っことがしたり。 

            障害のあ る人を助けてあ げるやさし い 人になり 

        た い 0 

            新円さんは長生きしてほしい。 

  

感想文の中で「体の 不自由な人に 親切にしてあ げ   

1 一一 @-   一一 @--.- 一一一一           たい」「困っている 人がいたら助けたい」「みんなの 
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コ
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*
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新
     - りしてⅠ 自セててた - : ‥五ゑ 毛 n¥ ャ な り 二名毛玉 二 ， く 。 仁   

  :,;,,:;;;i;, 晶 器量 艶 ㌍ 目 
、   ま """""         「理 -,": 壷， " 血 」 
一一 ヒい " -  っ 一 とっ " 、 一一 田 ， - ・ ・ -%; んがえ   臣 ，上玉 出ヱ こ上上ナ王エ 旦ぜ       
ノ仁 / 五   3 つ ュ ． と ， 低 ・ -% 王 ． う三 ．・ - Ⅱ生色 宝け亡 ( 、 ヴ りと、 ・ t, 
した。   

  

  

役立つことがしたい」というのは ，障害を持つ 人に 

理解を示し。 自分が手助けをしたいという 相手を思 ） 

い やる気持ちや 実践する態度，意欲が 出てきたもの 

と 言える。 

匝 " 。 。 。 ' 。 ' 。 """" 。 " 回 
  
    感想文中の児童の 表現 例                                                                                     

            新 円 さんは，とてもすごい 人 ，しの強 い 人であ         

        る 。 

          自分も勉強 や スボーッに努力したい。   

            ぼくは丈夫な 体を持っているので ，精一杯 頑張             

          りたい。 

            新 Ⅱさんのように 詩を書きた い 。 

            いろんなことにチャレンジしたい       

              わたしは親を 大事にしたり         
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新円さんは障害を 持っている。 でも，それにも 

負けず精一杯頑張っている。 だから，「とてもす 

ごい 人 」「   L   の強い人」であ る。 ここでは．障害 

  これから自分が 持一ばい努力したⅠ   こと・   こんなことがしたい ) 化 
ワさ 立しょう   

者としてでなく「人間の 生き方」をみていること 

  目打 ね Ⅹ・ ぃ ・ 毛 まて・・・・・エ 員 窒 ．仏が 、   f@i 三 - 二色   になる。 感想文の中で「障害者であ っても 努ソ J す 

  、 ね土ょ づ Ⅱ 巨め P ニ - じ二白 - 二三二ヱ三里主至上 こ ればできる」というところから 自分自身を見つめ 

    し   T,,- ン、 " 氏セ， ぞき さ が，石上ロ 巳コ な - 仁人 三 て 「ぼくは丈夫な 体を持っている ，精一杯頑張り 

  か く   だ 二ヵ ニと ・ 甲   -""-  したい """"-  0   """ 一 "-                                 
た Ⅱ「新円さんを 見習いたい」「自分も 努力した   

    い 」となる，これは 一人の人間としてよりよく ヰ ． 

きようとする 態度が育っているものと 考えられる， 
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①活動のねらい 

・新円さんとの 出会いを通して ，気付いたこと ， 

考えたこと，実践したりことを 手紙に書くこと 

ができる。 

②活動の流れ 

活動 内 容 児童の活動 

Ⅰ 前時 で書いた感想文   感想文を発表する。 

を 発表させる「 

2  感想文の中からキー・「かわいそう な人 」 ワードを選び 考えさせ 「すごい 人 」 と ｜ ま ど 

る 。 ういうことなのか 考 

「かわいそうな 人 」 えて発表する。 

「すごい 人 」 

「精一杯生きている」 l 

3  民間放送で・ 放映さ ・新円さんの 普段の生 
れた「新 円 さんのこと 活の様子がわかる。 
を 紹介した」ビデオを ・ボランティアの 仲間 

見せる。 に 支えられているこ 

内 容 とがわかる。 

  生い立ちについて ・精一杯 絵 に打ち込む 

  現在の生活の 様子 姿 がわかる。 
  絵 を描 、 ・、 ている様子 

4  新 凹さんへ手紙を 書・ 気 づいたこと，考え 
かせる。   たこと，実践したし ， 、 

ことを手紙に 書く。 

③結果と考察 

前 時 で新円さんとの 出会いな通して・ 障害を持 

ちながら「精一杯生きる 姿 」に直に触れることが 

できた。 不時では，新円さんのことを 紹グ 「したビ 

デオを見せることに よ り，普段の生活の 様子や ， 

絵 に打ち込む姿など、 新円さんの他の 面を見るこ 

とができた。 その結果．児童の 手紙文から新円 さ 

児童の手紙文 

浦 i. 燕市立港 Jl Ⅱ、 学校 5 年 2 組 名前 (   

  祈 Ⅱ 且 さんへ 
  

ト互コ唾と Ⅱ む ，一五 %. 目 
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  折 Ⅱ 且 さんへ 
  

んは「心の豊かな 人だ」，「いろんなことを 精一杯   
頑張っている」と・ 更に理解 力 深まった。 また，   
「私も精一千不頑張っていきたい」と 自らもよくし 

  
てい きたりという 気持ちを持ち ，さらに「新円 さ 

んも頑張って 下さい」と，新円さんを 思いやる気 

持ちを手紙を 通して伝えることができた。 
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V  石片空のまとめと 課題 えてきた。 

現代社会は，核家族化，高齢化が 進み，さらに・ 多 3 障害者との交流をもつことにより ，気付き ， 考え ， 

様化 ・ 情 $ ほ 7 ヒ 等の変化により・ 人間生活の在り 方が人 実践づる態度 力清ち ，福祉の心を 培 う ことが出来た。 

きく変わってきた。 みんなが「共に」幸せに 生き   また，課題として 次のことがあ けられる。 

「喜び」を共有することのできる 社会づくしのために・ 1  各教科・領域における 福祉教育の年間計画を 作成 

人間としての 思 ひやりの 心 ・公共心などの 滴養 が求め するには，児童の 発達段階に応じた 指導展開と。 幼   

られる中で，福祉教育に 対する期待が 寄せられている。 小・中の系 ネ 対生を考慮した 指導展開の研究・ 開発が 

また，学校において 福祉教育に取り 組むためにはま   ど要であ る。 

ず ，教師 力 % 高札教育についての 認 L 識を深め，一人一人 2 福祉教育は「 人 との関わり」「自然との 関わり」 

の子どもの心をつかみ ，その実態に 合った取り組みを など，具体 自 りな体験を通して 学ぶものであ る。 その 

して い かなければならない。 ためには，時間，場所，安全面等活動する ぅ えでの 

このこと カ屯 ，本研究は，「福祉教育の 理解」，「 福 創意工夫を図らなければならない。 

祉 教育の推進」，「福祉教育の 実 正封 の三つの柱を 立て 

て 進めてきた。 終わりに 

研究を通して 次のことが確かめられた。 研究所での 6 ケ 月を終えようとしている 今 ，入所式 

1  福祉孝文 台 において「福祉のⅡを 培うということ のこと ヵ洲 明に ょ みがえってきます。 期待と不安のな 

は ，「子ども一人一人が 主体的に・人間として より かでのスタートでした。 しかし研究員の 先生方のお 

よく生きようとする 態度を養い ， 互いに他の立場や かげでいっも ， 良い笑顔で ， 良 い 姿勢で取り組むこと 

心情を深く思いやり・ 相互に援助し 協力し合って い が 出来ました。 入所当初の目標も 何とか達成できたの 

く 精神や態度を 培う」ことであ る。 ではないかと 思っています。 研究期間中指導して 下さっ 

これは，学校教育目標の 具現化のためには ，不可欠 た 研究所の田中一郎所長はじめ 職員の皆様に 感謝申し 

な 要素であ る。 上げます。 また，研究の 機会を与えてくださった 教育 

2 福祉教育の全体計画は・ 福祉教育を進めていく ぅ 委員会の先生方に 厚くお礼を申し 上げま づ - 。 有難うご   

えで基になるものであ り，福祉目標を 中心に他の教 ざいました。 

育 活動との関連を 図ることに よ り全体的な体系が 見 

引用文献・参考文献 

社会福祉法人全国社会福祉協議会 (1996) 学校における 福祉教育ハンドブック。 "5-6, "17-18 。 "41 

東京都 

社会福祉法人浦添市社会福祉協議会 (1991)  これからの福祉教育 甲南ャ赤帝 

社会福祉法人浦添市社会福祉協議会 (1993) 福祉教育の手引書 ( 小学校 編 )  浦添市 

新円 登 (1%2) 詩集 夢 0 ％ロ口 一グ 一筋ジスと共に 生 - まれ㎎年間の 闘病生活に生きる 一 

彦根市立教育研究所 平成 6 年度 研究紀要 

彦根市立教育研究所 平成 7 年度 研究紀要 

文部省 平成元年 小学校指導書 教育課程一般 編 

                静一 (19 は 6) 青少年問題とボランティア 活動 日常出版株式会社 東京都 

大橋 謀策 (1986) 地域福祉の展開と 福祉教育 全国社会福祉協議会 東京都 

津山 袴 次 (198 ㊧ 障害者の教育と 福祉入門 川島書店 東京都 

ィ ニ士Ⅰ 春樹 等 (1990) 大学生と市民のための 社会福祉 講巫 ①障害福祉 中央法規出版株式会社 東京都 

力 6 一 -14- 一 


